　










90個のご石で正方形と正三角形を図のように


1つずつ作ったら，余りなく並べられた。正方形


の1辺のご石の数は，正三角形の1辺のご石の


数の3倍より2個少なかった。正方形と正三角形


の1辺のご石の数を求めよう。


≪学習問題≫　この問題で，太郎さんは正方形と正三角形の1辺のご石の数をｘ，ｙとして次の連立方程式を立てて解いたが，間違いに気がついた。間違いを直し，正方形と正三角形の1辺のご石の数を求めなさい。　　　4ｘ＋3ｙ＝90　…①


ｘ＝3ｙ－2　…②





○○○○


○　　○


○　　○


○○○○
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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・数量の関係に着目して連立方程式を立てることができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・1年「文字の式」で，隅のご石に着目して，ご石の個数を工夫して求め，文字を用いて表すことを学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・題意に照らして連立方程式を読み取り、妥当かどうか検討する場を設ける。


○ゆさぶりに対応する経験


・1年「文字の式」で同値な式を判断する学習をしている。





≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫








○


○○


○　○


○○○○








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②見通し:②式は問題文のとおりだ。①式が間違っていそうだ。


→①式だと，隅の4つのご石について考えていないぞ。











②学習課題:隅のご石に着目して太郎さんの①式を修正し，正方形と正三角形の1辺のご石の数を求めよう。





③個人追究:隅のご石に着目して①式を修正する。





④共同追究前半（思考を深める）


「①式が4種類できたけれど，どの式も正しいのかな？」


→「隅の数え方が違うだけで，どれも正しいはずだ」


「カッコを開くと，すべて4ｘ＋3ｙ＝97になる。」





④共同追究後半（解法の比較検討）


「どの式の立て方にも共通することは何だろう？」


→「隅とその他のご石を，分けてたしたり，ダブらせてひいたりして，隅を2度数えないように工夫をしている。」


「小学校で人文字の人数を求めた考え方と同じだ」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・連立方程式を解いて，間違いに気づいたら，途中計算や立式を見返して，正しい連立方程式に直すことが必要だ。


・重なりがある場合には、分けてたす，ダブらせてひくという考え方を使うことができる。





⑥定着･活用問題


90個のご石で正四面体と正六面体を1つずつ作ったら，余りなく並べられた。正四面体の1辺のご石の数は，正六面体の1辺のご石の数の2倍より1個少なかった。


正四面体と正六面体の1辺のご石の数を求めなさい。


 





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・見通しをもたせる場面で，連立方程式を解く計算の途中に誤りがないことを確認し，立式の誤りに着目させることが必要である。


・正しい式が複数できるので，小グループによる学習を取り入れ，互いの式の正しさについて検討させる展開も考えられる。





【板書計画】








